
きりかくれ さい　ぞう
霧 隠 才 蔵

伊賀流の忍者｡太郎山(
上田市)の霧から雲
隠 れの術を会得した

という。

もち　 づき　ろく　ろう

望 月 六 郎

滋野三家の出で､火

術が得意｡幸村の側
近 として智謀をふ
るった。

ね　　づ　じん ぱち
根 津 甚 八

滋野氏の一族｡幸村

の影武者 の一人 と
なって大坂夏の陣で
討ち死にした。

みよし　い　さにゅうどう
三 好 瓢 入 道 菜

缶 難
ｔ

かけい　 じゅう ぞう
筧 十 蔵

鉄砲 の名手で､鉄砲
隊を率いて大坂の陣

で活躍した｡家康を
狙撃するも失敗。

さる　とび　さ　すけ
猿 飛 佐 助

甲賀流忍術 の名人。

角 間渓谷( 上 田市)

で 修行 をし たと伝

わる。

て 戦 っ た。

瀞…
証

うん　の　 ろ く　ろ う

海 野 六 郎

十勇士のまとめ役。

知略を もって徳 川

方を悩ました。

あな やま　こ　すけ

穴 山 小 助

槍の達人｡幸村の知
恵袋となる｡影武者
として身代わりに
もなった。
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888真汪1氏のおもかけ探し
城下町 上田には真田氏の家紋「六文銭」がいたる
ところに隠れています。
六文銭探しもぜひお楽しみください。

㎜ＩＩ ｉ

上 田 市 観 光 シ ティプ ロ モ ーション課

〒386-8601長野県上田市大手1-11-１６

ＴＥＬ:0268-23-5408　7印,ｙ:0?68-?3-7355
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ようこそ
信州上田・城下町へ
｢信州 上田･ 城下町｣ の歴史は 戦国の世、天正11 年(1583

年) に真田 昌幸が千曲川のほ とり に・ 田 城を

築 いたことから 始 まり ます。城を中心 に武士 や商人

の 町が 計画的 に建設 され城 下町 が形成さ れて いき

まし た。
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江戸時代 には、北国街道の宿場 町や城 下町として

この地方 の政治 や経済の中心となり、人 や物 が集散

し、農具 や鋳物 の販路も 広く 、近代 には蚕 種業 が盛

んになりました。

現在も城下町の面影や江戸時代の歴史、文化、産業

などを偲ばせる遺跡、寺院、町並 みなどが残されてい

ます。四季折々にさ まざ まな顔 を見せる[信州 上田･

城下町] によちなか散策に出かけてみませんか。　丿二
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天正11 年(1583 年)真田昌幸が築城した平城で、徳川

の大軍を二度退けた名城。二度もの実戦経験を持ち

輝かしい戦果をあげた近世城郭は、全国的にも例が

ない。現在は公園として整備され、市民の憩いの場と

なっている。桜や新緑、紅葉など四季の自然も美しい。

↑
見

ど
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を
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・説

信 州 上 田 お もて な し 武 将 隊

上川城東虎口櫓門前にて､ 城内のガイド

や記念写真の撮影など日本一のおもてな
しを実施中!

・ 上田 市立 博物 館 ・上田城 櫓

蚕室造りをかたどって設計された博物館。歴

代 藩主の甲冑や武具､織田信長所用章胴

服(重要文化財) などのほか､上田地域 に

伝わる民俗､自然資料などを様々に展示。

・l こlil藩主居館跡

関ヶ原の合戦後､真田信

之が居館を構えた跡。表

門と土塀､堀の面影が今

に残る。桜やつつじの名

所としても有名(見学は外

観のみ)。

ｌ　 上 田 駅 お 城 ロ ー上 田 藩 主 居 館 跡 一 上 田 城 跡 公 園 一 上 田 市 立 博 物 館

片 道 徒 歩12 分 見 学 ６０ ～ ９０分

●博物館: ９:００～17: ００(入館la16=３０よｒ) 水曜日(祝日 の場合は翌日) ・祝日の翌日、年末年始、

櫓は冬期(11 月中旬～翌３月)休館　 酋０２６８-２２-１２７４　※臨時に開館･ 休館の場合有り
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交 流 文 化 芸 術 セ ン タ ー と 市 立 美 術 館 か ら な る ．1530

席 の 大 ホ ー ル 、 小 ホ ー ル 、 ス タ ジ オ な ど で

多 彩 な 公 演 が 行 わ れ る ． 美 術 館 で は 、 山 本 鼎 ほ か

上 田 ゆ か り の 作 家 の 常 設 展 示 と 企 画 展 を 随 時 開 催 ．

＝　} 上 田 駅 お 城 ロ ー 天 神 町 － サ ントミ ュー ゼ

片 道 徒 歩 ９ 分 見 学 ３０ ～ ６０ 分

－　　　　■-･- -.-･ゝ･･¶-･ I.'●'●:-s,¶　.-･・・　 ・

９:００～２２:ＯＯ(窓口受付および 美術 館は17:ＯＯまで)

火 曜(祝日の場合は翌日)･ 年末年始は 休館 魯０２６８-２７-２０００

※臨時 に開館･ 休館の場 合有り
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旧北国街道の昔ながらの街並みで､格子造りや

蔵造りの家々が軒を連ねる。造り酒屋や蕎麦屋

などの飲食店が並び､うだつや格子戸の残る家

並みは旅情をそそる。また上田初の水道水であ

る｢保命水｣もある。

加　上田駅お城ロー松尾町一原町一柳町
片道徒歩12 分　見学20 分

直木賞作家・池波正太郎氏が著した「真田太平記」

の取材ノートや、池波氏の遺愛品などを常設展示。

書籍・グッズの販売や喫茶店も併設されている。

｝ 上田駅お城ロー松尾町一原町

一池波正太郎真田太平記館

片道徒歩10 分　見学30 分～60 分
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●真田太平記館10:00 ～18:00( 入館は17:30まで)水曜･祝日の翌日･年末年始は休館 昔0268-28-7100　
※臨時に開館･休館の場合有り
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常 田 館 製 糸 場(

重 文)
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明 治33 年(1900 年) 創 業 の 機械 製 糸 工場 。 繭 倉

庫 な ど､ 明 治 か ら 大正 時代 に建 築 さ れ た7 棟 が

平 成24 年 に国 の 重 要 文 化 財 に 指 定。日 本の 近

代化 に 貢献 し た製 糸 業 界 の 貴重 な 資料 を展 示 。

加　上 田駅 お城ロ ー重文 常田 館製糸場

片道徒 歩10 分　 見学20 分

４月～11 月 期間内無休10: ００～15: ３０ 無料

団体見学は要予約 Ｓ{:}２６８-２６-７０()５

※見学希望の方は、来館時に笠原工業の事務所で要受付
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まちなかに道しるべを

設置しています。

まち歩きの目印にして

ください。

ｕ マークが道しるべの

設置ポイントです。
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